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男女共同参画に関する講義について
「メンターに会って話してみよう！」
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平成23年6月14日（火）3時限に岐阜大学・ネットワーク大学コンソー
シアム岐阜共同授業「少子社会を考える」にて大藪千穂室員（教育学部 教
授）が、「アーミッシュ社会から少子社会を考える」と題して講義を行いま
した。学生80名、コンソーシアム聴講者10名が聴講しました。アーミッ
シ とはキリ ト教 プ タ ト 小会派 現代 も信仰に基づき農

ネットワーク大学コンソーシアム岐阜「少子社会を考える」にて
男女共同参画推進室員の大藪氏(教育学部）が講義を担当しました。

▲講義の様子

シュとはキリスト教・プロテスタントの小会派で、現代でも信仰に基づき農
業を主とした簡素な生活を送っています。少子社会とは無縁で、子どもの数
は平均約7人です。講義では、アーミッシュ社会と現代社会での家族とコ
ミュニティのあり方や子どもの役割の違いが紹介され、現代における問題を
考える機会となったようです。

学生の声：レポートより

アーミッシュの人々は家族のつながりが
子どもの存在が「生活に必要な労働力」
から「楽しみのための存在」へ変化してい

▲アーミッシュは 電気も自動

とても強く、家族を大切にしていることが
分かりました。人とのつながりを大切にす
るということが少子社会を考えていく上で
大切だと思いました。（工学部・男性）

大藪先生の問題提起で「少子化は悪い
こと？」ということで考えさせられた。日本
だけで見れば悪いことだと思うが、世界中
がつながっていると考えれば悪いとは思

るという考え方に、ハッとさせられました。
（教育学部・女性）

子どもが両親をもっと手伝えば両親も働
けるし、私ももっと親の手伝いを頑張ろうと
思います。（教育学部・女性）

国家が一つ一つの家庭を支えるのは難
しい。小さな地域が子育てを支え、子育て
しやすい環境を整えることで少子化にも貢
献 きる はな か （看護学科 女性）▲ア ミッシュは、電気も自動

車も使用せず、交通手段は馬車。

平成23年6月27日（月）1時限に「岐阜大学の教育研究と運営」

わない。（看護学科・女性）

非常に興味深い講義だった（教育学部・
男性）

献できるのではないか。（看護学科・女性）

新しい視点で少子化について考えること
ができた（工学部・女性）

「岐阜大学の教育研究と運営」にて男女共同参画推進室長の
林正子副学長が講義を担当しました。

女性に対する支援は多くあるが 男性に対する支援が

平成23年6月27日（月）1時限に「岐阜大学の教育研究と運営」
（コーディネーター：岡野幸雄理事）にて林正子室長（副学長/地域科
学部・教授）が「男女共同参画社会の実現に向けて」と題して講義を行
い、学生80名が聴講しました。男女共同参画社会の定義や岐阜大学の
取り組みなど、日本の現状や本学の実状を説明しました。学部学生の男
女共同参画に係わる関心を喚起する機会となったようです。

学生の声：小レポートより

▲講義の様子

自分も将来結婚して子どもを持つかも知れない。自分１人
で家族を養えない場合、妻にも働いてもらわなければならな
い。その時、妻の再就職先はあるのだろうか。そう考えると
自分に全く関係ない問題ではなかった。（工学部・男性）

将来、研究者として働いていきたいです。女性研究者への
支援があるのは心強く思います。「女だから」と諦めるのも諦
めさせられるのも嫌なので、色々勉強して頑張りたいです。
（応用生物科学部・女性）

女性に対する支援は多くあるが、男性に対する支援が
あるか知りたい。（教育学部・男性）

私は将来、教員になりたいし、結婚もして子どもも欲し
い。（教育学部・女性）

男性も料理をすることも男女共同参画に関連すると思う。
健康で生き生き暮らせるよう個々の生きる力を身につけ
るべきだと思う。（工学部・男性）

自分は教育学部なので、女性教員の講義を受けること
がわりと多いため も とたくさんの女性教員がいると

学生の声 小レポ トより

－１－

（応用生物科学部・女性）

女性と男性の学ぶべき事やするべき仕事を決めつけてし
まわずに性別と関係なく１人１人が１人の人間として考えら
れる必要があると思う。（工学部・女性）

がわりと多いため、もっとたくさんの女性教員がいると
思っていた。（教育学部・男性）

男女が共に活躍できる社会になれば１人１人の生き方
が豊かになっていくと思います。（教育学部・女性）



カモミール・カフェ
「メンターに会って話してみよう！」

岐阜大学が取組むメンター制度とは、

メンター制度とメンターの紹介を目的とした「メンターに会って
話してみよう！」を開催しました。
７月6 （水）は教育学部教授 大藪千穂氏が 「『カ イ

メンター制度利用案内

女性研究者および研究者を目指す女子
学生が生活上、学業上、進路選択上の
悩みを抱えた際に、同様の経験を乗り
越えてきた先輩研究者（メンター）に
相談できる環境を提供することで、女
性研究者の育成および研究者としての
キャリア形成を支援する制度です。

●利用対象者

７月6日（水）は教育学部教授の大藪千穂氏が、「『カッコイ
イ』をめざしてきたスットコ人生」と題し、これまでの生い立ちを
振り返りながら、それぞれの節目で考えていたことを周りの人間関
係を含めながら話されました。
７月13日（水）は男女共同参画推進室特任准教授の三宅恵子氏
が「研究者カップル問題をどうくぐり抜けるか」と題し、これまで
の経験をもとに、この問題への解決策について話されました。
どちらも打ち解けた雰囲気の中で 参加者は笑いあり 共感あり ●利用対象者

本学に在籍する女性研究者（教員、
医員、研修医、研究員）、女子大学院
生、研究者を志望する女子学部生。
（男性の研究者、大学院生、学部生で
利用を希望する場合はお問い合わせく
ださい。）

メンター制度の利用を希望される方は

どちらも打ち解けた雰囲気の中で、参加者は笑いあり、共感あり
の歓談を楽しんでいました。

平成２３年６月２９日（水）にカモミール・カフェin工学部を
工学部Ｅ棟コミュニケーションホールにて開催しました。学部１

カモミール・カフェ in 工学部

参加者の感想

▲会場の様子 ▲大藪先生

メンタ 制度の利用を希望される方は
男女共同参画推進室までご知らせくだ
さい。

▲三宅先生

工学部Ｅ棟コミュニケ ションホ ルにて開催しました。学部１
年生から大学院修士課程２年生までの１３名が参加し、ランチを
食べながら、研究室での生活や進路、就職活動などについて話を
しました。和やかな雰囲気の中、先輩後輩交えて自由に交流を楽
しんでいたようです。

*学年が下の子とお話しできて楽しかっ
たです。
*今回初めて参加しましたが，様々なお
話を聞くことができ，とても有意義な
時間をすごすことができました。また
このような会があれば参加したいと思
います。
*２年生の子が研究室に興味を持 てく*２年生の子が研究室に興味を持ってく
れてよかった。
*自由に話すことができてよかったです。
*違う学科の人と話して，自分の学科の
異なる点が聞けておもしろかったです。

出前講義 ＠長良中学校

平成23年6月19日（日）に男女共同参画推進室の松藤淑美特任助教が、
岐阜市立長良中学校の２年生118名と保護者56名を対象に出前講義を実
施しました。
「微生物のチカラ －酵母のストレス環境への適応メカニズム－」と題
した講義では、前半に、酵母のストレス応答研究について、後半では、
自らの進路選択の経緯についてお話しました。生徒からは、「微生物に
少し興味を持ちました 」「勉強を頑張って 自分のやりたいことを見

出前講義 ＠長良中学校

少し興味を持ちました。」「勉強を頑張って、自分のやりたいことを見
つけていきたい。」との声が寄せられました。

自分が発表する際に話したいことや気をつ
けるべきことなどのイメージが膨らみました。
講義するタ ゲットに合わせて 話す内容の

実際に学校を訪問することで、生徒が様々
な学校行事（特別活動）を通して教科以外に
も多くを学んでいることがわかり 自身が講

同行した出前講義メンバーの感想
応用生物科学研究科 修士課程２年
山口早希子さん

応用生物科学研究科 修士課程２年
北川絵里奈さん

－２－

講義するターゲットに合わせて、話す内容の
ウェイトも調節するなど、今回感じたことを
活かしながら、スライドの構成や話し方など
工夫していこうと思います。

も多くを学んでいることがわかり、自身が講
義を行う際は、そうした学校行事についても
よく学んで講義に取り入れられたらいいなと
感じました。



研究補助員配置制度の意見交換会

6月24日（金）に、カモミール・カフェにおいて研究補助員配置
制度の利用者と男女共同参画推進室員の意見交換会を開催しました。
この意見交換会は、研究補助員配置制度利用者の視点から本制度の
長所と短所を指摘してもらう とで 次回以降 制度運用 際 参長所と短所を指摘してもらうことで、次回以降の制度運用の際の参
考にしようという意図で行われました。意見交換会では、研究補助
員配置制度を利用して改善された点から研究補助員のキャリアアッ
プまで幅広く語り合いました。さらに、研究補助員配置制度の改善
して欲しい点についても利用経験からの率直なご意見を頂きました。
今後は、これらの意見をまとめたうえで、研究補助員配置制度が

より利便性の高い制度となるように改善を図っていくつもりです。 ▲当日の様子

女性研究者支援および学内で働く教職員を対象に、子どもも

親も充実して夏休みを過ごせるように、岐阜県内の体験学習や

子どもが参加できるイベント情報などを載せたガイドを作成し

ました。

ガイドには 岐阜市近郊の博物館や美術館で行われる子ども

働く親のための夏休みこどもガイド 配布中

ガイドには、岐阜市近郊の博物館や美術館で行われる子ども

向けのイベント情報や自由研究にお勧めの本の紹介、子どもで

も作れるご飯やおやつメニュー、急病の

場合の診療所一覧などが含まれています。

＊ご希望の方は、男女共同参画推進室で

配布しておりますのでお立ち寄りくだ

さい 電話やEメ ルでの配送も受けさい。電話やEメールでの配送も受け

付けておりますので、ご入り用の方は

男女共同参画推進室までご連絡ください。

キッズサイエンススクール２０１１ ８月２３日（火）開催

子ども向け学内イベントのお知らせ
▲ガイドの一部。情報満載です。

男女共同参画推進室では長期休暇中の学童保育の一環と
して、本学に勤務する教職員の子どもとその保護者を対象
に「キッズサイエンススクール 身近な材料でキッチンサ
イエンス、いろいろおいしいマジック実験」を開催します。
午前中は、自己紹介とゲームをした後、学内見学を行い
ます。午後からはキッチンにあるものを使って実験を行い
ます。実験は、色の実験（紫キャベツをつかった実験）、
おいしい実験（マシ マロ チ ズの実験） マジ ク実

女性医師就労支援の会「サマースクール2011」 ８月２５日（木）・２６日（金）開催

おいしい実験（マシュマロ、チーズの実験）、マジック実
験（水と油を使った実験）を行います。
詳細については、岐阜大学男女共同参画推進室までお問
合わせください（内線：3397）

医学部・同附属病院女性医師就労支援の会（代表：清島真理子教授）が、長期休暇中の学童保育の一環、
及び保護者の職場見学として、医学部・医学部附属病院の教職員のお子さん対象に「サマースクール2011」
を開催します。
25日（木）は、「予防接種のお話」などの聴講型イベントから「ドクターヘリ見
学」「体を守る―護身術を学ぼう」や「火なしで作れる食事作りを学ぼう。体にや
さしい食事とは？クッキングスクール」といった体験型イベントまで様々な企画が
予定されています。26日（金）は、「卵からマヨネーズを作ろう」、「放射線の
お話」、「エコー体験」、「バイタルチェック」など普段はなかなか経験できない
体験を実際にや てみることができます

－３－

体験を実際にやってみることができます。

「サマースクール2011」の詳細については、女性医師就労支援の会までお問合わせください。
お問合わせ先：内線：6173（担当 松本・奥村）
共催 岐阜大学医学部・同附属病院女性医師就労支援の会、男女共同参画推進室、地域医療医学センター

▲去年の様子



お知らせ掲示板

オープンキャンパス特別公開講演会開催のお知らせ

男女共同参画の実現をめざして ８月９日～１１日のオープン

日 時：７月２６日（火）１４：３０～１６：３０
主会場：全学共通教育棟多目的ホール
講 師：エルスマリー・アンベッケン氏

（関西学院大学人間福祉学部 教授）

内 容：スウェーデンとの比較から、日本の男女共同
参画の実現に向けた解決策を考察します。

男女共同参画の実現をめざして
―スウェーデンの実践例から学ぶ―

８月９日 １１日のオ プン

キャンパスで、男女共同参画推進

室の活動やサイエンス夢追い人育

成プロジェクトの活動を紹介する

パネル展示をおこないます。

カモミール・カフェでは、皆さ

んに休憩室としてご利用いただけ

るよう、お茶などを用意してお待
共 催：ネットワーク大学コンソーシアム岐阜

学内保育園
「ほほえみ」 お兄さん、お姉さんと粘土器作ったよ

７月６日（水）本学教育学部美術教育講座４年生の６名が学内保育園「ほほえみ」を訪れ、園児に
粘土工作を指導しました。これは、教師を志す学生が造形活動を通して幼稚園児と交流する「フレン

ちしています。

ドシップ事業」の一環。園児たちは、お兄さん、お姉さんたちに教えてもらいながら、ちょっぴりヒ
ンヤリする粘土をこねこねするのを楽しんで、思い思いの形に仕上げていきました。
さて、どんな作品が仕上がったかな・・？？完成品は、焼きあがり後のお楽しみ☆みなさんにも
後日、紙面にてご披露します♪ お兄さん、お姉さん、上手に焼いてね！

かもみーる取材紀行 第4弾
ＮＨＫ Ｅテレ めざせ！会社の星「めざせ！患者さんの星」に

医学部附属病院泌尿器科の女性医師 増栄孝子氏が出演されました。

6月4日（土）23;55-0:20 NHK放映された めざせ！会社の星「めざ
せ！患者さんの星」に本学医学部附属病院泌尿器科の増栄孝子医員が出演され
ました。放送では、「女性医師が抱えるワークライフバランスの悩み」として、
2人のお子さんを持つ女性医師の増栄氏の慌ただしい1日に密着取材が行われ

が

み 取材紀行 第 弾

ました。今回は、室員で女性医師就労支援の会代表の清島真理子氏がインタ
ビューしました。

Q. 女性医師として働く中でワークライフバランスについて悩みはありますか？
Ａ.子どもの心の成長が心配といつも思っています。いろいろな子育てサービス
があり実際に子どもの体は育つのですが、やっぱりお母さんの代わりはいな
いので、どうサービスを受けてもこの悩みは消えないなと思います。あとは
新しいことを勉強する機会ががくんと減ったことでしょうか。

Q 岐阜大学が行 ている研究補助員制度を利用した感想はいかがでしたか？

▲出典：NHK名古屋 会社の星HP

Q. 岐阜大学が行っている研究補助員制度を利用した感想はいかがでしたか？
A. 疫学に関する調査で300名程度のアンケートを集めて紙ベースのものをデー
タ入力するというのを自分でやっていたんですが、とても追いつかなく
て、、、。どうしようかなと思っていたところで、研究補助員を１人配置し
ていただいて、データ入力を全部終えることができました。私はその間、外
来や論文の修正などができてとっても助かりました。ありがとうございまし
た。 （詳細は女性医師就労支援の会HPをご覧ください。）

▲増栄氏（左）と岐阜大学女性就労
支援の会代表清島真理子氏(右）

岐阜大学男女共同参画推進室（人事労務課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 Tel：058-293-3378 Fax：058-293-3396 Ｅ-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp

－４－


